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「.NETはオープンソース!?」
～.NETの逆コンパイラ～

Visual Basic .NETやC#は、プラット

フォームを選ばないという移植性を売

り物にしています。もっとも、ここで言

うプラットフォームは、各種Windows

に限られていますが、とりあえずうる

さいことは言わないことにします。と

にかく、宿敵のJavaが移植性を売り物

にしている以上、Microsoftも移植性に

こだわらざるを得ません。今月はこの

移植性なるものを、あえて話題にした

いと思います。

見出しを“再考”としたのは、Java

が流行り始めたころに、この移植性に

関して結構議論を展開したので、それ

をご存知の読者の方もあろうかと思っ

てのことです。「移植性そのものの内容

を問うことなく、それをスローガン化

した怪しげなJava」に関する「移植性

懐疑論」とでも呼ぶべき議論を展開し

たのは、前世紀の末でありました。し

かし、まことに残念なことに、この議

論は.NETの世界でも、ほとんどそのま

ま成り立ってしまうのです。このあた

りの状況を今月はお話ししたいと思い

ます。最初はプログラミングの話はあ

りませんが、途中からちゃんとプログ

ラミングが登場し、暗黒の中にも多少

の光明を得るという段取りになってい

ます。

2種類ある移植性

何年も前に繰り返し私が論じたこと

なのですが「いわゆる“移植性”には2

種類ある」という話から始めたいと思

います。JavaCat.comというサイトに私

の記事が載っていたので、それを引用

しようと思って探したら、いつのまに

か姿を消していました。パロアルトの

はずれの高速道路脇にある日本の投資

会社のサイトだったのですが、これも

また、アメリカでJavaが衰退している

証拠のひとつかもしれません。仕方が

ないので、ここに要点を述べることに

します。

Javaの移植性には2種類あります。
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移植性再考

Javaの移植性を考える
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「実行時の移植性」と「開発時の移植

性」です。実行時の移植性とは、ユー

ザーが各種プラットフォームで実行で

きるということです。開発時の移植性

とは、開発者が各種プラットフォーム

用に開発できるということです。この2

種類の移植性を認識し区別することが

非常に重要なのです。ところが、この2

種類の区別は、意識して曖昧にされて

きました。

世間一般向けの宣伝文句としては実

行時の移植性を前面に出し、「PC用の

ワープロを買うと、Macでも使える」

というようなフレーズまで登場しまし

た。でも、このような製品が皆無であ

ることはみなさんもご承知のとおりで

す。ここでは、Appletを除き「実行時

の移植性は絵空事」であることを再確

認したいと思います。

一方、開発時の移植性とは、開発者

が各種プラットフォーム用のプログラ

ムを、簡単に作成できることを指しま

す。最近では、開発時の移植性はさら

に充実しました。Java開発環境そのも

のは、過激な競争の結果、数種類にま

で絞り込まれ、あまり選択の余地が残

されていません。この過程は、技術的

要因以外のものが大いに絡む“不自然

淘汰”とも呼べるもので、私の大好き

だったVisual Cafeも姿を消してしまい

ました。しかし、結果的には、Java開

発環境の選択で失敗する余地はなくな

ったのですから、楽と言えば楽な話で

す。さらには、Java開発環境そのもの

まで、最近ではクロスプラットフォー

ムになってきました。Javaの開発時の

移植性には、目を見張るものがありま

す。

このように、開発時の移植性に関し

ては成功を収めたJavaですが、Javaそ

のものの現状は「UNIX用サーバー側ツ

ール」という状況に陥ってしまいまし

た。最近では、「携帯電話組み込み用ツ

ール」として少々息を吹き返していま

すが、それでも「かなり特殊な開発者

用」のツールであることには変わりあ

りません。一般のアプリケーション開

発者はついてきてくれませんし、広範

なデスクトップ市場はWindowsに陵駕

されたままです。これもみな、実行時

のJavaに関してのツケが回ってきたか

らなのです。結果論になりますが、「実

行時の移植性」なんて追及しなければ

よかったのです。それでは、この点に

関して述べたいと思います。

実行時の移植性の代価

実行時の移植性に必要なものは、そ

れぞれのプラットフォームにインスト

ールされたJava実行環境です。つまり、

Java仮想マシンとJava実行時ライブラ

リです。そして、Javaのプログラムは、

Javaバイトコードの形で提供されます。

そして、そのようなJavaアプリケーシ

ョンプログラムの開発そのものには、

技術的な問題があるようには思えませ

ん。Java開発環境はみな昔から、ブラ

ウザなしで動くJavaアプリケーション

プログラムの開発をサポートしていま

す。それなのに、まったくと言って良

いほど、Javaアプリケーションが存在

しないのはどういうわけなのでしょう

か。理由として考えられるのは、次の

ようなものです。

①設定が面倒

②軽快さに欠ける。重くて遅い

③守秘性に欠ける

④意識的に無視した

まず、①の設定が面倒とは、Java実

行環境の設定が、結構面倒であるとい

う事実です。誰にでもできるというも

のではありません。MicrosoftがWin

dowsに組み込まない限り、解決されな

い問題でしょう。そして、Windowsで

の「DLL地獄」に相当する「ClassPath

地獄」という言葉も存在します。これ

にネットワークが関係してくると、セ

キュリティまで絡んできて、話はさら

に複雑になります。

②の軽快さに欠け重くて遅いとは、

「Swing doesn't Swing」の一語に尽き

ます。Javaで作ったGUIは、例外なく

軽快さを欠くのです。

そして、③の守秘性に欠けるという

のが致命傷。バイトコードからJavaの

ソースコードを復元するのは、逆コン

パイラ（decompiler）を用いれば実に

簡単なのです。このような問題点の結

果、Javaバイトコードにコンパイルさ

れていても、「値打ちのあるものはユー

ザーには渡さない」ようになりました。

値打ちのあること、すなわち「頭脳」

に相当する部分はみなサーバーに任せ、

いわゆるサーバーページと呼ばれる機

能で「HTMLファイルを動的に生成し

て送り出し、クライアント側はそれを

ブラウザに表示するだけ」というパタ

ーンが確立してしまいました。

ここまでが、技術的な問題点①②③

の結末です。ところが、それ以上に、

ビジネスの観点から、実行時の移植性




